
ボスニア・ヘルツェゴビナ（ＢＨ）情勢月報（平成２８年４月分） 

平成２８年５月 

在ボスニア・ヘルツェゴビナ日本国大使館 

（注：以下は、現地紙など公開情報をとりまとめたものです。） 

 

１．国内情勢 

（１）国家レベル 

●ラドンチッチ被告（ＳＢＢ党首）の拘留終了

（１４日） 

 ＢＨ裁判所は、ラドンチッチ被告（「より良き

将来のための同盟（ＳＢＢ）」党首）の弁護団の

要求に応じて、同被告にサラエボ・カントン（県）

外への移動を禁止したうえで、同人の拘留終

了を命じた。 

 

●ＢＨ通信運輸相候補の変更（１９日） 

 ＳＢＢ幹部会は、ＢＨ通信運輸相の候補とし

ていたダウトバシッチ被告（ＢＨ治安省次官）

が司法妨害等の罪で公判を受けている状況

を勘案し、同人の候補を取下げた。その後、Ｓ

ＢＢはユスコ現サラエボ・カントン内務相を新

たなＢＨ通信運輸相候補とすることを発表し

た。 

 ＳＢＢによる推薦を受け、２７日、ズビズディ

ッチＢＨ閣僚評議会議長は、ユスコ候補の適

性確認をＢＨ中央選挙管理委員会及び国家

捜査保護庁（ＳＩＰＡ）に依頼した。 

 

●モスタル市での地方選挙の実現に向けた

選挙法改正案がＢＨ下院で否決（２７日） 

 ２７日のＢＨ下院会合には、モスタル市にお

いて０８年以降実施されていない地方選挙の

実施を可能とするため、計３案のＢＨ選挙法

改正案（「社会民主党（ＳＤＰ）」及び「民主戦線

（ＤＦ）」共同案、「クロアチア民主同盟ＢｉＨ（Ｈ

ＤＺ・ＢｉＨ）」案及び「民主行動党（ＳＤＡ）」及び
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ＳＢＢ共同案）が提出されたが、いずれも否決

された。 

 同日のＢＨ下院会合には、政党間作業部会

が作成した、主に技術的事項に関わるＢＨ選

挙法改正案が提出されたが、こちらは採択さ

れた。 

 

（２）エンティティ、特別区 

ア ボスニア・ヘルツェゴビナ連邦（ＢＨ連邦） 

●復員軍人がＢＨ連邦政府庁舎前で抗議活

動を展開（２５日） 

 紛争中のＢＨ共和国軍及びクロアチア防衛

評議会（ＨＶＯ）の復員軍人約１，０００人がＢ

Ｈ連邦政府前で抗議活動を展開し、退役軍人

年金の条件改善等を要求した。同抗議活動へ

の参加者らは、７日以内に問題解決が見られ

ない場合、更なる抗議活動を展開することを

表明した。 

 

イ スルプスカ共和国（ＲＳ） 

●ドディックＲＳ大統領が、ＲＳ野党が予定す

る抗議活動に対抗して、別の抗議活動を組織

すると発言（１６日） 

 ＲＳ野党「改革のための連合」が、５月１４日

に現ＲＳ政権に対する抗議活動を組織すると

発表したことに対して、ドディックＲＳ大統領

（与党「社会民主主義者連合（ＳＮＳＤ）」党首）

は、同日に、同抗議活動に対抗し、ＲＳ野党を

糾弾するための別の抗議活動を組織すると発

言した。 

これに対してボレノビッチ「民主進歩党（ＰＤ

Ｐ）」党首は、「抗議活動に別の抗議活動で対

抗することは、衝突を呼びかける様なものであ

る。（ドディック）ＲＳ大統領のこの様な行動を

非難する」と述べた。 

 

２．外政 

（１）国際機関、フォーラム 

●旧ユーゴ国際刑事裁判所（ＩＣＴＹ）によるシ

ェシェリ被告への無罪判決に関するブラメルツ

「国際刑事裁判所のためのメカニズム（ＭＩＣ

Ｔ）」検察官の声明（６日） 

 ブラメルツＭＩＣＴ検察官は、プレスリリースに

おいて、３月３１日のＩＣＴＹによるシェシェリ「セ

ルビア急進党（ＳＲＳ）」党首への判決に関して、

多くの過誤が発見されるとし、同事件に関する

控訴が、今後ＭＩＣＴ検察局の最優先事項とな

ると述べた。 

 シェシェリＳＲＳ党首の公判に関しては、第一

審をＩＣＴＹが行った後、以降の手続はＭＩＣＴに

おいて行われる。 

 

●欧州議会がＢＨのＥＵ加盟申請提出を歓迎

する旨の決議を採択（１４日） 

 報告者となったプレダ欧州議会議員は、「欧

州理事会が英の住民投票に関する問題につ

いて議論したのと同じ週に、ＢＨはＥＵ加盟候

補申請を提出した。これは、ＥＵ体制が今も魅

力的であることの証左である」、「欧州議会は、

同国の欧州に向けた前進を支援し、欧州理事

会に対して、早々に加盟候補国申請を審議し、

同国が改革の道に留まることを促すことを要

請する」と発言した。 

 同決議では、ＲＳにおける国家レベルの司法

体制に関する住民投票の提案が、ＢＨの主権

及び一体性に挑戦するものとして非難され

た。 

 

●ズビズディッチＢＨ閣僚評議会議長が国連

総会で気候変動に関する「パリ協定」署名、リ

ュッケトフト国連総会議長との会談（２２日） 
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 ズビズディッチＢＨ閣僚評議会議長は、署名

後、「ＢＨは小国だが、気候変動への影響に

関しては、（気候変動防止に向けた）鎖の全て

の箇所が重要だと確信している。産業的発展

と自然保護のバランスを取ることは可能」と述

べた。 

 リュッケトフト国連総会議長との会談で、ズビ

ズディッチＢＨ閣僚評議会は、歴史的な「パリ

協定」の署名式開催に謝意を表明し、ＢＨが

同協定を早急に批准できるよう努力すると伝

えた。両名は紛争、貧困、気候変動及び自然

災害による人道危機について協議し、翌月イ

スタンブールで行われる国連人道サミットの重

要性について同意した。 

 

●ＢＨのＷＴＯ加盟交渉団がアゼベドＷＴＯ事

務局長らと会談（２１日） 

ティニャクＢＨ・ＷＴＯ加盟交渉団長は、「ＢＨ

では貿易分野に大きな進展があったが、『国

内取引に関するＢＨ連邦法』の問題が残って

いる。今年６月末までにこれを改正し、ＷＴＯ

加盟交渉を終える意思を示さなければならな

い。ウクライナ、ロシア及びブラジルとの交渉

が円滑に進めば、今年７月上旬には、ＢＨが１

６年中にＷＴＯに加盟出来るかが判明する」と

述べた。同人は、アゼベドＷＴＯ事務局長は、

ＢＨのＷＴＯ加盟を好意的に捉えていると付け

足した。 

 

（２）要人往来、国際会議等 

●ツルナダクＢＨ外相のギリシャ訪問、パヴロ

プロス・ギリシャ大統領及びコジアス・ギリシャ

外相らと会談（１日） 

 これらの会談では、ＢＨとギリシャの二国間

関係やＢＨのＥＵ加盟プロセス等について協

議された。会談では、ＢＨ及びギリシャの二国

間関係は良好であることが確認された。ツル

ナダクＢＨ外相は、ギリシャによるＢＨのＥＵ加

盟申請の受入れと、ＥＵ加盟プロセスの次の

段階である、欧州委員会によるＢＨへの質問

票送付への支持を要請した。 

 

●イバニッチＢＨ大統領評議会メンバーが第１

９回ユーラシア経済サミット（於イスタンブール）

に出席（５日から７日） 

 イバニッチＢＨ大統領評議会メンバーは、開

会式での演説において、治安及び移民のグロ

ーバルな問題を克服するための協力が必要と

述べた。 

 

●ツルナダクＢＨ外相がエストニア訪問、カリ

ユランド・エストニア外相らと会談（６日） 

 ツルナダクＢＨ外相は、ＢＨの政治情勢につ

いてカリユランド・エストニア外相に伝え、同国

によるＢＨのＥＵ加盟プロセスに対する支援に

謝意を伝えた。両外相は、両国間における、

特に経済及び投資関係の発展の必要性を強

調した。 

 

●イバニッチＢＨ大統領評議会メンバーがアン

カラを訪問、エルドアン・トルコ大統領と会談

（７日） 

 イバニッチＢＨ大統領評議会メンバーは、経

済協力分野において、過去数年で両国間の

貿易量が飛躍的に上がったことに触れた。特

に、１４年の洪水被害への支援の一環として、

ＢＨからトルコへの牛肉の輸出が開始したこと

の重要性を強調した。イバニッチＢＨ大統領評

議会メンバーは、トルコ国際協力調整庁（ＴＩＫ

Ａ）による支援への感謝を伝えた。 

 エルドアン・トルコ大統領は、ＢＨのＥＵ加盟

プロセス及びＮＡＴＯの加盟行動計画（ＭＡＰ）
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発効が、経済発展に要する安定的な政治環

境を提供するとして、支持を強調した。エルド

アン大統領は、トルコ投資家がＢＨで直面する

困難及び障害の解決の支援を求めた。 

 イバニッチＢＨ大統領評議会メンバーは、ア

ンカラにおいてダーヴトオール・トルコ首相とも

会談を行った。 

 

●ズビズディッチＢＨ閣僚評議会議長のトルコ

訪問（７日及び８日） 

７日、ズビズディッチＢＨ閣僚評議会議長と

ダーヴトオール・トルコ首相の会談後、ＢＨ閣

僚評議会代表者とトルコ政府の会合が行われ

た。ズビズディッチＢＨ閣僚評議会議長は、Ｂ

Ｈにおける改革アジェンダの進行状況につい

て伝え、トルコによるＢＨのＥＵ及びＮＡＴＯ加

盟に向けた支援に謝意を表明した。両名は、

二国間の貿易協定、特に肉製品の貿易につ

いて協議した。 

同日、ズビズディッチＢＨ閣僚評議会議長

は、アンカラにおいてエルドアン・トルコ大統領

と会談。ズビズディッチＢＨ閣僚評議会議長は、

改革アジェンダの履行状況を含め、ＢＨにおけ

る最近の進展について伝えた。両名は、移民

危機や頻発するテロ攻撃についても協議し

た。 

８日、ズビズディッチＢＨ閣僚評議会議長は、

ダーヴトオール・トルコ首相と共に、アンカラで

開催されたＢＨ・トルコ・ビジネス・フォーラムに

出席した。ズビズディッチＢＨ閣僚評議会議長

は、ＢＨはエネルギー、農業、木材加工、製鉄、

運輸及び観光分野において戦略的パートナー

を必要としており、ビジネス環境の強化に向け

た改革を進めていると伝えた。 

ズビズディッチＢＨ閣僚評議会議長のトルコ

訪問には、シャロビッチＢＨ対外貿易経済関係

相、ペンデシュＢＨ国防相、オスマノビッチＢＨ

民生相、ジャポＢＨ連邦観光・環境相が同行し

た。 

 

●ツルナダクＢＨ外相のフィンランド訪問、ソイ

ニ第一副首相兼外相と会談（７日） 

 ツルナダクＢＨ外相は、ＢＨのＥＵ加盟申請

提出を受け、加盟候補国の地位獲得に向け

てＥＵ加盟国からの支持を得るための外交活

動の一環として、フィンランドを訪問した。両外

相は、ＥＵ加盟、域内協力及び経済協力を含

む二国間関係について協議した。ソイニ第一

副首相兼外相は、ＢＨのＥＵ加盟プロセスへ

の支持を表明した。 

 

●ツルナダクＢＨ外相のスウェーデン訪問、ヴ

ァルストローム・スウェーデン外相と会談（８

日） 

 ツルナダクＢＨ外相は、スウェーデンによる

これまでのＢＨのＥＵ加盟に向けた支援に謝

意を表明し、今後もこれが継続されることに期

待を示した。ツルナダクＢＨ外相は、二国間関

係の進展の上で、特に経済協力の強化に焦

点を当てるべきとした。 

 両者ともに、二国間関係の発展の上で、ス

ウェーデン在住の５７，０００人以上のＢＨから

のディアスポラが果たす役割の重要性を強調

し、ＢＨ出身者がＢＨで起業しり傾向を歓迎し

た。ツルナダクＢＨ外相は、特にＩＴセクターに

おいて、ＢＨからのディアスポラが強みを持っ

ていると指摘した。 

 

●ＢＨ大統領評議会と、モスタル見本市のた

めにＢＨ訪問中のキスカ・スロバキア大統領、

ブヤノビッチ・モンテネグロ大統領及びクルトゥ

ルムシュ・トルコ副首相との会談（１２日） 
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 キスカ・スロバキア大統領とＢＨ大統領評議

会の会談では、二国間関係と経済協力の強

化が協議された。キスカ・スロバキア大統領は、

ＢＨのＥＵ加盟プロセスにおいて必要な支援を

継続することを強調した。また、ＢＨ国内の全

アクターが、ＥＵ加盟を果たすための改革及び

発展を実現する意思を共有する重要性を確認

した。会談後、同席したライチャーク・スロバキ

ア副首相兼外務・欧州問題担当相は、スロバ

キアが今年７月にＥＵ理事会議長国となった

際には、ＢＨのＥＵ加盟プロセスを前進させる

ため、ＢＨに質問書を送るよう欧州委員会に

要請する、と述べた。 

 ブヤノビッチ・モンテネグロ大統領とＢＨ大統

領評議会は、両国間に懸案はなく、ウィーンで

締結した両国間の国境合意が、二国間関係

向上の基礎となっていることを確認した。域内

の協力関係、特にサラエボ－ポドゴリツァ間の

道路近代化と、ニクシッチ－チャプリナ間の鉄

道整備に関する活動を継続することが強調さ

れた。ブヤノビッチ・モンテネグロ大統領は、Ｂ

ＨによるＥＵ加盟候補国申請の提出を歓迎し、

ＢＨにおける改革プロセスの継続を促した。 

 クルトゥルムシュ・トルコ副首相との会談では、

両国間の友好関係が確認され、１６年のモス

タル見本市において、トルコがパートナー国と

なったことへの感謝が伝えられた。両者は、特

に経済投資分野における両国間関係の更な

る向上への意思を表明した。 

 

●ＢＨ大統領評議会各メンバーとブチッチ・セ

ルビア首相が会談（於モスタル）（１２日） 

 イゼトベゴビッチＢＨ大統領評議会議長とブ

チッチ・セルビア首相との会談では、ボシュニ

ャクとセルビア系（人）の相互理解の重要性と、

対話の強化の必要性が話された。会談後、国

際司法裁判所（ＩＣＪ）における「ジェノサイド条

約適用事件」を巡ってセルビアを再提訴する

可能性について、イゼトベゴビッチＢＨ大統領

評議会議長は、現状ではこれに足る新たな証

拠は見つかっていないと述べた。 

 イバニッチＢＨ大統領評議会メンバーとブチ

ッチ・セルビア首相との会談では、ＲＳの地位、

ＢＨ内のセルビア系の地位、ＢＨ・セルビア間

関係について意見交換が行われた。両名は、

ＢＨ・セルビア間関係に問題はないとし、「ＢＨ

大統領評議会の個別のメンバーの主張と、Ｂ

Ｈとしての主張は異なる」と述べた。 

チョービッチＢＨ大統領評議会メンバーとブ

チッチ・セルビア首相との会談では、ＢＨ及び

セルビアのＥＵ加盟プロセス、域内関係につい

て協議が行われた。 

 

●イゼトベゴビッチ大統領評議会議長が第１３

回イスラム協力機構（ＯＩＣ）サミット出席のた

めにトルコ訪問、エルドアン・トルコ大統領と会

談（１３日） 

 両名は、両国間関係はこれ以上なく良好で

あるとし、この関係の維持を希望する旨を表

明した。両名は、イスラム社会が、特にテロ、

派閥間闘争及び武力紛争等の深刻な課題に

面しており、イスラム諸国の団結が必要と述

べた。会談では、他に中東治安情勢の悪化、

シリア情勢、難民及び大規模移民危機におけ

るＥＵ及びトルコ間関係について協議が行わ

れ、イゼトベゴビッチＢＨ大統領評議会議長は、

トルコ国民が度々テロの犠牲となっていること

に哀悼の意を表した。両名は、テロ及び暴力

的過激主義との戦いへの取組を表明し、治安

分野において緊密に協力することを確認し

た。 
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●イゼトベゴビッチ大統領評議会議長とアリエ

フ・アゼルバイジャン大統領の会談（於イスタ

ンブール）（１３日） 

 両名は、ＢＨとアゼルバイジャンの二国間関

係が良好であることを確認した。イゼトベゴビ

ッチＢＨ大統領評議会議長は、アリエフ・アゼ

ルバイジャン大統領に対して、アゼルバイジャ

ンの支援でドボイ近郊に建設された食品加工

工場の操業開始にあわせ、今秋ＢＨを訪問す

るよう招待し、アリエフ・アゼルバイジャン大統

領はこれを受け入れた。会談では、特に経済

関係の強化について協議が行われ、両名は、

アゼルバイジャン投資家の関心を集めるよう

な事業の可能性について、ＢＨが提案を出す

ことに合意した。 

 イゼトベゴビッチＢＨ大統領評議会議長は、

ナゴルノ・カラバフ地域を巡る情勢不安につい

て、アゼルバイジャンの領土的一体性と、その

領域に関する主権回復のための権利を支持

する旨を伝え、政治的解決に向けたＯＳＣＥミ

ンスク・グループにおける交渉強化を呼びか

けた。 

 

●イゼトベゴビッチ大統領評議会議長とヌス

ール・ヨルダン首相の会談（於イスタンブール）

（１４日） 

 両名は、ＢＨ及びヨルダンの双方向間で、ハ

イレベルの要人訪問の招待を交換した。会談

では、イスラム社会が直面する急進化、テロ

及び暴力的過激主義等の問題について協議

された。両名は、テロとの戦いや過激主義化

の抑制に関する経験を共有する必要性を指

摘した。経済協力についても協議され、ヨルダ

ン・ＢＨ経済フォーラムの開催が検討された。 

 

 

●ツルナダクＢＨ外相が「ＧＬＯＢＳＥＣ２０１６」

（於ブラチスラバ）に参加（１５日から１７日） 

 ツルナダクＢＨ外相は「移民危機の中心にあ

る西バルカン」と題したセッションに参加し、Ｂ

Ｈの政治情勢、西バルカン地域の安定及び移

民危機の影響について発言した。ツルナダク

ＢＨ外相は、域内協力は、ＢＨ外交政策の柱

の一つであると強調した。 

 ツルナダクＢＨ外相は、会議のサイドライン

において、リンケビチュウス・リトアニア外相ら

と会談を行った。 

 

●ツルナダクＢＨ外相のイタリア訪問、ジェン

ティローニ・イタリア外相と会談（２６日） 

 会談で、両名はＢＨとイタリアの二国間関係

は友好的で懸案もないことを確認し、更なる二

国間関係の向上のため、接触をより強化すべ

き点で合意した。ツルナダクＢＨ外相は、二国

間の貿易関係の好調をふまえて、経済協力を

更に強化することへの関心を示し、ＢＨ・イタリ

ア間の経済協力協定を近い将来に締結する

ことへの期待を示した。ツルナダクＢＨ外相は、

ＥＵ加盟候補国申請の受入れに向けたイタリ

アの支援を要請した。 

 域内協力について、特にＢＨの中欧イニシア

ティブ（ＣＥＩ）議長国への就任、ブルドー・ブリ

ユニ・プロセス及びベルリン・プロセスが言及

された。 

  

３．経済 

（１）経済指標 

●産業生産高 

 ＢＨ統計局の発表によると、１６年３月の産

業生産高は、１６年２月と比較して２．４％の増

加。１５年３月との比較では１０．３％の増加。 
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●雇用／失業者数 

 ＢＨ統計局の発表によると、１６年２月のＢＨ

全体の雇用者数は７１８，２１８人。１６年２月

の失業者数は５３６，６８４人で失業率は４２．

７％となった。 

 

●平均給与 

 ＢＨ統計局の発表によると、１６年２月のＢＨ

における平均給与は８２９ＫＭ（約４２４ユーロ）

で、前月から変わりなし（１５年１２月との比較

で１．６％減）、１５年２月との比較では１．１％

増となった。 

 

●消費者物価指数 

 ＢＨ統計局の発表によると、１６年３月は、１

６年２月と比較して、消費者物価指数の平均

に変化なし。年間比較では、平均１．８％下落

した。 

 

●銀行部門 

 ＢＨ中央銀行によると、１６年２月末時点でＢ

Ｈ国内の銀行が提供した融資総額は１６８億

ＫＭ（約８５億９，０００万ユーロ）で、１５年２月

と比較して２．５％の上昇。国内銀行への預金

総額は１６４億８，０００万ＫＭ（約８４億２，６０

０万ユーロ）で、１５年２月と比較して８．２％の

上昇。 

 

●貿易額 

 ＢＨ統計局の発表によると、１６年１月から３

月のＢＨの輸出額は２１億１，１６０万ＫＭ（約１

０億７，９６０万ユーロ、１５年同時期と比較し

て０．２％減）、輸入額は３１億５，４００万ＫＭ

（約１６億１，２６０万ユーロ、１５年同時期と比

較して１．６％減）となった。 

・輸出相手国上位５ヵ国（貿易額、１６年１月か

ら３月）：①ドイツ（３億７，３８０万ＫＭ／約１億

９，１１０万ユーロ）、②イタリア（２億８，１３０万

ＫＭ／約１億４，３８０万ユーロ）、③クロアチア

（２億５６０万ＫＭ／約１億５１０万ユーロ）、④

オーストリア（１億７，２９０万ＫＭ／約８，８４０

万ユーロ）、⑤セルビア（１億４，８１０万ＫＭ／

約７，５７０万ユーロ） 参考：日本（１６年３月

分のデータなし） 

・輸入相手国上位５ヵ国（貿易額、１６年１月か

ら３月）：①ドイツ（４億６，１３０万ＫＭ／約２億

３，５９０万ユーロ）、②イタリア（４億９７０万Ｋ

Ｍ／約２億９５０万ユーロ）、③セルビア（４億８

８０万ＫＭ／約２億９００万ユーロ）、④クロアチ

ア（３億２，０８０万ＫＭ／約１億６，４００万ユー

ロ）、⑤中国（２億５，９７０万ＫＭ／約１億３，２

８０万ユーロ） 参考：日本（２，１０７万ＫＭ／

約１，０７７万ユーロ） 

＊上記数値はいずれも原産国及び仕向国に

よる算出。 

 

●観光客数 

 ＢＨ統計局の発表によると、１６年２月、ＢＨ

にはのべ５２，１５７人（うち日本からは１１９人）

の観光客が訪れ、前月比で５．２％増、前年

比５．２％増となった。 

 

（２）経済政策、公的事業 

●ＢＨ外国投資促進庁（ＦＩＰＡ）がＢＨのビジネ

ス環境向上のための提言を発表（５日） 

 ＦＩＰＡは、近年の投資家が直面した問題のう

ち、特に重要なものとして、「債権回収に際す

る裁判手続の遅延」、「租税手続（期限及び書

類）」、「未解決の所有権問題」、「規制されて

いない土地登記」、「認可の発行（水、電気及

びインフラ）」、「腐敗及びグレイ・エコノミーの

存在（不公平な競争）」、「賃金の多くを占める
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社会保障費」、「複雑な行政手続」、「付加価値

税（ＶＡＴ）に関連する多くの問題」、「複雑な関

税手続」、「就労及び定住許可発行に要する

長期間の手続」、「検査の問題」を挙げた。 

 ＦＩＰＡは、０７年より外国投資家への投資後

支援プログラムを実施し、外国投資家からＢＨ

への投資の際に生じた問題等に関する情報

を収集している。 

 

●ＢＨ連邦政府が、旧ユーゴ諸国に継承され

たロシアによる負債の返還について、ＢＨへの

返還方法を受入れ（７日） 

 ロシア財務相からの書簡の中で、同国が１

億２，５２０万米ドル分にあたるＢＨへの負債

返還を、両エンティティへの送金（ＢＨ連邦６６．

６％、ＲＳ３３．３％）のかたちで行うことを表明

したことに対して、ＢＨ連邦政府はこれを受け

入れることを発表した。  

 

●ビハチ近郊の風力発電所建設事業にクロ

アチア企業が参加することが決定（１１日） 

 ビハチ近郊のテオチャクに、４０メガワット級、

総事業費４，０００万ＫＭから５，０００万ＫＭ

（約２，０５０万ユーロから２，５６０万ユーロ）の

風力発電所を建設する事業について、ウナ・

サナ・カントン（県）が参加企業を公募していた

ところ、クロアチア「ＩＶＩＣＯＭ Consulting」社が

開発権を獲得したことが発表された。 

 

●ＢＨ閣僚評議会がトゥズラ火力発電所第７

号基の建設事業を承認（１１日） 

 ＢＨ閣僚評議会による決定に対して、メリッ

チ元トゥズラ火力発電所第７号基建設事業代

表は、当初は同事業が１６年に完了する予定

だったところ、現在の予定では、早くても事業

完了は２１年になると述べた。同人は、環境基

準を理由にＥＵが同事業に対する融資を断っ

たため、中国輸出入銀行（The Export-Import 

Bank of the ROC）から１５億ＫＭ（約７億６，７

００万ユーロ）の融資を、利率２％、返済期間２

０年の条件で受けることになったと述べた。 

 

●トミスラブ・グラードにおける風力発電機導

入 事 業 に つ い て 、 電 力 供 給 公 社

「Elektroprivreda HZHB」社が、ドイツ「Siemens」

社と契約締結（１３日） 

 「Elektroprivreda HZHB」社と「Siemens」社と

の契約金額は７，２００万ユーロで、これにより

「Siemens」社は、２２基の風力発電機（５０．６

メガワット分）の導入を行う。同事業は、１８年

春に完了予定。 

 

●ズビズディッチＢＨ閣僚評議会議長が、ＩＭＦ

からの将来的な融資額は１０億５，０００万ＫＭ

になると発言（１８日） 

 ズビズディッチＢＨ閣僚評議会議長は、ＩＭＦ

と、３年間で１０億５，０００万ＫＭ（約５億３，７

００万ユーロ）の新規融資に合意したとし、ＩＭ

Ｆからの派遣団が５月にＢＨを訪問する際に合

意の最終調整を行うと発言した。 

 ＩＭＦの新規融資のためには、銀行制度の効

率化及び透明化のための規制の強化と、国

内の税当局間の協力強化が、ＢＨに対して条

件として提示され、未履行の状態。 

 

●ズビズディッチＢＨ閣僚評議会議長が、安

定化・連合協定（ＳＡＡ）の調整交渉が間もなく

合意に至ると発言（２１日） 

 ズビズディッチＢＨ閣僚評議会議長は、欧州

委員会との交渉は最終段階にあり、間もなく

暫定的貿易協定について合意出来ると発言し

た。ズビズディッチＢＨ閣僚評議会議長は、「Ｅ
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Ｕの原則を満たし、段階的調整を可能とする

解決策が見つかった」と述べた。 

 ティニャクＢＨ首席交渉官は、欧州委員会と

ＢＨ側交渉団の見解は近付いており、調整さ

れたＳＡＡへの署名は５月中に期待出来ると

発言した。 

 

（３）支援、援助 

●ＥＵ及び欧州復興開発銀行（ＥＢＲＤ）がＢＨ

の中小企業支援のための新規事業を開始（１

１日） 

 ＥＢＲＤは、ＢＨ内中小企業に対して、ＢＨ国

内の銀行を通じて２，０００万ユーロを提供し、

ＥＵは４００万ユーロを中小企業に対するノウ

ハウの提供の用途で提供する。 

 ＥＵ加盟プロセスにおけるＥＵアキの受容に

よって、大幅な規制改革が必要となり、中小企

業はその適応に多大な投資を要するところ、

本事業は、そのプロセスを支援することを目

的とする。 

 

（４）民間企業 

●ＢＨの貧困層及び富裕層についての調査

結果（７日） 

 「ドネブニ・リスト」紙が掲載した調査結果に

よると、ＢＨ国民のうち、６０万人が貧困ライン

を下回る生活を送っており、更に１００万人の

生活水準は、貧困ラインを僅かに上回るに留

まっている。 

 別の調査では、ＢＨには３，０００万米ドル以

上の高額所得者が９２人おり、あわせて１０億

ＫＭ（約５億１，１００万ユーロ）の資産を保有し

ている。また、１００万ＫＭ（約５１万１，３００ユ

ーロ）以上を保有する資産家は、ＢＨ内に５２５

人いるとされる。             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        （了） 


